
令和４年度 予算特集号

人がいきいきと活躍する　幸せ実感のまち

【 写真 】子育て支援センターぽっぽ お誕生会（６月 22 日撮影）【 写真 】子育て支援センターぽっぽ お誕生会（６月 22 日撮影）

『 いまり『 いまりＳＴＥＰＳＴＥＰ  ＵＰＵＰプロジェクト 』プロジェクト 』



　令和４年度は４年に一度の市長改選の年に当たり、

当初予算は、義務的経費や経常的経費などを中心と

した骨格予算でした。

　そのため、６月補正予算では、将来を見据えた堅

実な行財政運営を基本としながら、市民の皆さんが

『幸福を実感できる伊万里市』の実現に向けた具体的

な経費を追加し、予算の肉付けを行いました。

　幾分好転の傾向にあるとは言え、依然として厳し

い財政状況の中で、事業の重要性や緊急性を考慮し、

限られた財源の重点的かつ効率的な配分に努め、厳

選した事業を中心とする予算編成としました。

　その結果、今年度の６月補正後の伊万里市一般会

計予算は、総額で 295 億 2,355 万円となり、令和

３年度の６月補正後と比較すると４. ２％の増加と

なっています。

令和４年度６月補正後予算総額

一 般一 般 会 計会 計 229595億億2,3552,355万円万円
300

280

260

240

0
平成 30 （年度）令和元 令和２ 令和 4令和 3

※平成 30 年度、令和４年度は６月補正後
（億円）

一般会計予算額の年度別推移一般会計予算額の年度別推移

255.5 253.2

295.2295.2

276.4
267.6

繰入金
24億8,894万円

寄附金
20億1,032万円

分担金及び
負担金
１億9,428万円

使用料及び
手数料
３億4,383万円

諸収入ほか
７億9,490万円

歳　入

●市　税…………�個人と法人の市民税や固定資産税、たば
こ税などです。

●繰入金…………基金や特別会計からの繰入金です。
●寄附金…………�ふるさと応援寄附金など、個人や法人な

どから受ける金銭寄附です。
●使用料及び手数料…施設の使用料、戸籍や住民票の謄・

抄本の手数料などです。
●分担金及び負担金…災害復旧事業の負担金、保育園の入

所負担金などです。
●諸収入ほか……受託事業収入や雑入などです。
●地方交付税……�国が徴収した税金から、地方公共団体が

等しく事務を進められるよう一定の基準
で交付されるものです。

●国庫支出金……国からの負担金や補助金です。
●県支出金………県からの負担金や補助金です。
●市　債…………�市が行う事業の財源として、国や金融機

関などから借り入れる借入金です。
●地方譲与税ほか…地方譲与税や地方消費税交付金などです。

市税
65億8,848万円

衛生費
2222億億4,2594,259万円万円

教育教育費費
2121億億8,658万円8,658万円

公債費
18億8,366万円

土木費
８８億億6,8896,889万円万円

商工費
10億9,174万円

消防費
1010億億7,0657,065万円万円

諸支出金
８８億億7,1527,152万円万円 その他

１億3,242万円

歳出総額歳出総額
　　229595 億億

2,3552,355 万円万円

歳　出

●民生費	����社会福祉や児童福祉、生活保護など市民
の安定した生活を保障する経費です。

●総務費	����企画や男女協働、まちづくりなど、主に
総務部門に要する経費です。

●衛生費	����保健衛生や、ごみの収集・処理などに要
する経費です。

●教育費	����小・中学校などの学校教育や社会教育、
保健体育など教育全般の経費です。

●公債費	����借入金の返済に要する経費です。
●農林水産業費	�農林水産業の振興に要する経費です。
●商工費	����商工業や観光の振興に要する経費です。
●消防費	����火災など災害に対応するための経費です。
●諸支出金	���企業会計への繰出金などです。
●土木費	����道路や河川、住宅、公園、市街地などの

整備や維持管理に要する経費です。
●議会費	����議会運営に要する経費です。
●その他	����労働費や災害復旧費などです。

議会費
２億3,954万円

地方交付税
63億1,293万円

地方譲与税ほか
15億7,756万円

民生費民生費
111111億億8,5898,589万円万円

総務費総務費
6363億4,681万円億4,681万円

依存財源依存財源
171 億171 億
280280 万円万円
 （57.9％） （57.9％）

市債
10億8,842万円

国庫支出金金
51億5,441万円万円

県支出金
2929億億6,9486,948万円万円

自主財源自主財源
124124 億億
2,0752,075 万円万円
 （42.1％） （42.1％）

農林水産業費
14億326万円
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令和４年度　６月補正後予算額令和４年度　６月補正後予算額

※令和４年５月末の現在高です。

※主な借入先は、財務省、地方公共団体金融機構、佐賀

県、市中金融機関などです。

会計区分 現在高

企
業
会
計

 水道事業 52億 8,312万円

 工業用水道事業 88億2,581万円

 下水道事業 83億 404万円

計 224億 1,297万円

　
特
定
の
事
業
を
行
う
際
、
特
定

の
収
入
を
も
っ
て
そ
の
支
出
に
充

て
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
特
別
会

計
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、　
　  
の
と
お

り
３
つ
の
特
別
会
計
を
設
け

て
お
り
、
そ
の
予
算
総
額
は
、

１
４
５
億
５
２
９
１
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
税
や
県
支
出
金
を

主
な
財
源
と
し
て
、
医
療
給
付

な
ど
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
料
や
国
庫
支
出
金
を

主
な
財
源
と
し
て
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
適
用

を
受
け
る
75
歳
以
上
の
高
齢
者

と
、
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害

が
あ
る
人
か
ら
徴
収
し
た
保
険

料
を
、
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
に
納
付
す
る
会
計

で
す
。

特
別
会
計

表
１

市
債
現
在
高

表３ 市債現在高

会計区分 現在高

 一般会計 217億 2,973万円

 国民健康保険特別会計 １億円

計 218億 2,973万円

表２ 企業会計予算額

区 分 収益的収支 資本的収支

水
　
道
　
事
　
業

収　入 収　入

15億 81万円 ２億6,890万円

支　出 支　出

15億 81万円 10億 9,235万円

工
業
用
水
道
事
業

収　入 収　入

10億 280万円 ４億4,939万円

支　出 支　出

10億 280万円 ９億7,774万円

下
水
道
事
業

収　入 収　入

13億 2,493万円 12億 2,641万円

支　出 支　出

13億 2,493万円 15億 2,404万円

企

業

会

計

表１ 特別会計予算額

特別会計名 予算額

国 民 健 康 保 険 67億 8,198万円

介 護 保 険 62億 7,535万円

後 期 高 齢 者 医 療 14億 9,558万円

計 145億 5,291万円

　
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受

け
、
特
別
会
計
の
中
で
も
経
営
成

績
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
次
の
３
つ
の
企
業
会
計
を
設

け
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計

ご
と
の
予
算
額
は
、　
　
　
の
と

お
り
で
す
。

■
水
道
事
業
特
別
会
計

安
心
し
て
飲
め
る
水
を
供
給
す

る
た
め
、
水
道
使
用
料
な
ど
を

財
源
に
、
事
業
運
営
や
施
設
整

備
な
ど
を
行
う
会
計
で
す
。

■
工
業
用
水
道
事
業
特
別
会
計

工
業
用
水
を
供
給
す
る
た
め
、

使
用
料
な
ど
を
財
源
に
、
事

業
運
営
や
施
設
整
備
な
ど
を

行
う
会
計
で
す
。

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計

下
水
道
を
維
持
管
理
す
る
た

め
、
使
用
料
な
ど
を
財
源
に
、

事
業
運
営
や
施
設
整
備
な
ど

を
行
う
会
計
で
す
。

　
建
設
事
業
な
ど
を
行
う
際
に
、

そ
の
財
源
の
一
部
と
し
て
、
国

や
県
、
金
融
機
関
な
ど
か
ら
資

金
を
借
り
入
れ
て
い
ま
す
。
市

債
の
現
在
高
は
、　
　
　
の
と
お

り
で
す
。

表
２

表
３  

写真はイメージです写真はイメージです
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市
長
就
任
当
初
か
ら
一
貫
し
て

進
め
て
き
た
ひ
と
づ
く
り
の
政
策

は
、
本
市
を
希
望
あ
る
未
来
へ
と

導
く
一
本
道
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

も
信
念
を
持
っ
て
真
っ
直
ぐ
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

時
代
の
変
遷
と
と
も
に
新
た
な
課

題
が
数
多
く
現
れ
る
中
、
こ
れ
ま

で
の
堅
実
な
行
財
政
運
営
を
基
本

と
し
な
が
ら
も
、
将
来
へ
の
布
石

に
も
積
極
的
に
投
資
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
万
全
の

対
策
を
講
じ
た
上
で
、
特
に
子
育

て
支
援
の
拡
充
や
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
、
教
育
の
充
実
、
産
業
の
振

興
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曽

有
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え

一
気
に
加
速
す
る
政
策
と
し
て
、

九
州
西
北
部
の
活
力
創
造
拠
点
と
な
る

持
続
可
能
な
伊
万
里
市
の
発
展
に
向
け
て

　
市
議
会
第
２
回
定
例
会
（
６
月
議
会
）
で
、
深
浦
弘
信

市
長
が
市
政
運
営
に
つ
い
て
所
信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

全
市
を
挙
げ
て
『
い
ま
り
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｐ 

Ｕ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
展
開

し
、
九
州
西
北
部
に
お
け
る
活
力

創
造
拠
点
と
な
る
持
続
可
能
な
伊

万
里
市
の
発
展
に
向
け
、
次
な
る

ス
テ
ー
ジ
へ
と
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
『
い
ま
り
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ 

Ｕ
Ｐ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
、
４
つ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
第
１
に
ス
テ
ッ
プ
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）

の
Ｓ
、
こ
れ
は
支
援
、
サ
ポ
ー
ト

の
Ｓ
で
す
。

　
子
ど
も
と
子
育
て
世
代
の
安
心

な
暮
ら
し
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
、
未
来
を
託
す
子
育
て
応
援
都

市
を
目
指
し
ま
す
。

　
第
２
に
ス
テ
ッ
プ
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）

の
Ｔ
、
こ
れ
は
技
術
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
Ｔ
で
す
。

　
第
４
次
産
業
革
命
の
中
核
と
な

る
デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ど
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
用

し
、
未
来
を
先
取
る
デ
ジ
タ
ル
都

市
を
目
指
し
ま
す
。

　
第
３
に
ス
テ
ッ
プ
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）

の
Ｅ
、
こ
れ
は
経
済
、
エ
コ
ノ
ミ
ー

の
Ｅ
で
す
。

　
伊
万
里
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
本
市
な

ら
で
は
の
魅
力
の
効
果
的
な
活
用

に
よ
る
産
業
の
振
興
を
図
り
、
競

争
に
打
ち
勝
つ
産
業
都
市
を
目
指

し
ま
す
。

　
第
４
に
ス
テ
ッ
プ
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）

の
Ｐ
、
こ
れ
は
港
、
ポ
ー
ト
の
Ｐ

で
す
。

　
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
近
接
性
と
平

穏
で
深
い
水
深
を
持
つ
と
い
う
強

み
を
生
か
し
、
伊
万
里
港
の
さ
ら

な
る
発
展
を
図
り
、
世
界
に
向
け

た
港
湾
都
市
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
『
い
ま
り
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ 

Ｕ
Ｐ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え

る
人
材
の
確
保
と
多
様
な
世
代
の

連
携
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　
市
内
企
業
の
大
規
模
な
設
備
投

資
や
Ｉ
Ｔ
企
業
の
立
地
に
よ
り
、
移

住
・
定
住
施
策
の
推
進
に
強
い
追

い
風
が
吹
い
て
お
り
、
こ
の
機
を

逃
さ
な
い
た
め
に
、
佐
賀
県
と
連

携
し
、
新
た
に
『
い
ま
り
暮
ら
し

ス
タ
ー
ト
支
援
金
』
を
創
設
す
る

な
ど
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
へ
の
支
援

を
拡
充
す
る
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
て
、
移
住
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
本
市
へ
の
若
者
世
代
の
移

住
と
定
住
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
若
者
の
流
出
を
少
し
で
も
食
い

止
め
る
た
め
、
医
療
、
福
祉
な
ど

の
高
等
教
育
機
関
の
誘
致
に
つ
い

て
も
、
関
係
者
と
の
協
議
を
重
ね
、

着
実
に
前
進
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

今
日
ま
で
の
本
市
の
発
展
を
支
え

て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を

対
象
と
し
て
、
移
動
手
段
の
確
保

や
生
き
が
い
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
各
種
活

動
の
た
め
の
備
品
整
備
な
ど
、
い

つ
ま
で
も
元
気
に
活
躍
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
市
が
将
来
に
わ
た
り
持
続
可

能
な
都
市
と
し
て
成
長
を
続
け
て

い
く
た
め
、
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
は
じ

め
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
散
弾
銃

射
撃
場
の
鉛
汚
染
対
策
な
ど
、
伊

万
里
市
版
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
・

デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
）
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
は
じ
め
、

私
が
掲
げ
る
市
政
運
営
の
中
長
期

的
な
方
針
に
つ
い
て
は
、
民
間
の

ア
イ
デ
ア
や
資
金
の
活
用
を
は
じ

め
、
国
や
県
、
近
隣
自
治
体
と
の

連
携
な
ど
を
念
頭
に
置
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
の
議
論
を
深
め
な

が
ら
、
現
在
策
定
中
の
第
６
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
位
置
付

け
、
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
　
所
信
表
明

　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
の 

Ｔ

　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
の 

Ｐ

　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
の 

Ｅ

　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
の 

Ｓ

伊万里市長伊万里市長

　　深 浦  弘 信深 浦  弘 信

4令和４年度 予算特集 広報伊万里



第２回定例会　深浦市長所信表明第２回定例会　深浦市長所信表明

『 いまりＳＴＥＰ ＵＰプロジェクト  』展開

Ｓ 支援、サポートのＳ
学校と地域が連携を深めるモデルとなる取り組み
▷東山代小学校とコミュニティセンター、留守家庭児童クラブの複合施設整備
教育環境の整備
▷学校トイレの洋式化、通学路の安全確保
学校給食センターの大規模な改修工事
▷安全安心な給食の提供、アレルギー対策を施した給食の提供
公園の計画的な整備や更新
▷障がいのある子どもとない子どもが一緒になって遊べる『インクルーシブ公園』の整備
▷老朽化が進む遊具などの改修

未来を託す子育て応援都市　伊万里

※次ページからは、主要な施策の概要と予算などについて、総合計画の６つのまちづくりの目標に沿って説明します。

Ｔ 技術、テクノロジーのＴ
教育のデジタル化
▷プログラミング教育の推進、オンライン授業の実現
デジタル田園都市の構築に向けた取り組み
▷スマート農業の導入促進による省力化と生産コストの低減
▷ＩＣＴの活用促進による企業での業務の改善や生産性の向上
行政手続きのオンライン化
▷行政サービス提供の迅速化・効率化、地図情報など災害時に有用な情報のデータ化
若者のしごとづくりと絡めた市街地の賑わいづくり
▷市街地の空き店舗などを地域の資源として活用
▷ＩＴ企業などの事務系企業の誘致や起業

未来を先取るデジタル都市　伊万里

Ｅ 経済、エコノミーのＥ
農業の振興
▷原油価格や物価高騰の影響を受けた農業者への支援
伊万里ブランド産地の維持とさらなる振興
▷牛舎施設などの改修や伊万里産素牛の購入を支援
▷梨園における研修生の受け入れや園地の借り受けを支援
伊万里ブランドの強みを生かした交流人口の拡大
▷�ＹｏｕＴｕｂｅ（ユーチューブ）やＩｎｓｔａｇｒａｍ（インスタグラム）を活用したプロモー
ションの展開

▷大川内山をはじめとする観光地へのさらなる誘客

競争に打ち勝つ産業都市　伊万里

Ｐ 港、ポートのＰ
国際物流拠点としての地位の向上
▷２基目のガントリークレーンの整備や七ツ島大橋の完成による港湾機能の強化
浦ノ崎地区をはじめとする伊万里港の長期構想の策定
▷浦ノ崎地区廃棄物処理用地の活用
▷洋上風力発電に関係する企業などの誘致

世界に向けた港湾都市　伊万里
ＵＰ プロジェクトを支える人材の確保と多様な世代の連携

5 令和４年度 予算特集 広報伊万里



安
心
で
健
や
か
な

安
心
で
健
や
か
な
暮
ら
し

暮
ら
し
づ
く
り

づ
く
り

まちづくりの目標まちづくりの目標１１　
行
政
と
地
域
が
一
体
と
な
り
、
本
市
で
活

動
す
る
す
べ
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
い
き
い

き
と
輝
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、『
安
心
で

健
や
か
な
暮
ら
し
づ
く
り
』
を
進
め
ま
す
。

▼
市
民
一
人
一
人
が
心
身
と
も
に
健
康
的
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
種

保
健
事
業
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
や
医
療
機
関
と
一
体
と
な
っ
た
健
康
づ

く
り
活
動
や
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
推
進
し
ま
す
。

▼
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
支
援
が

必
要
な
人
が
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
よ

う
な
相
談
・
支
援
体
制
の
構
築
を
進
め
、
適

切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
施
設
の
整

備
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
、
子
ど
も

を
健
や
か
に
育
て
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

▼
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動
に
つ
い
て
は
、
地

域
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
社
会
全

体
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
担
い
手
の
育

成
に
努
め
ま
す
。

●
障
が
い
者
（
児
）
介
護
・
訓
練
等
給
付
事
業

14
億
９
８
２
８
万
円

　�

障
が
い
の
あ
る
人
・
児
童
の
自
立
や
社
会
参

加
を
促
進
す
る
た
め
、
障
が
い
の
あ
る
人

や
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の
一
部
を
給
付
し
ま
す
。

　
財
源
　
国
７
億
４
８
２
３
万
円
　
県
３
億

　
７
４
１
２
万
円
　
市
３
億
７
５
９
３
万
円

▼
福
祉
課

●
障
が
い
児
通
所
給
付
事
業

２
億
７
９
６
７
万
円

　�

障
が
い
の
あ
る
児
童
の
療
育
を
支
援
す
る

た
め
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
の
保
護
者
に

対
し
て
、
障
が
い
児
通
所
給
付
費
な
ど
を

給
付
し
ま
す
。

　�

財
源
　
国
１
億
３
９
５
２
万
円
　
県

６
９
７
６
万
円
　
市
７
０
３
９
万
円▼福

祉
課

●�

家
庭
児
童
相
談
事
業
（
支
援
対
象
児
童
等

見
守
り
強
化
事
業
費
補
助
金
）２

２
２
万
円

　�

子
ど
も
に
対
す
る
宅
食
な
ど
の
支
援
を
行

う
民
間
団
体
に
対
し
て
、
市
が
指
定
す
る

要
支
援
児
童
へ
の
支
援
を
行
う
際
に
要
す

る
人
件
費
や
食
材
費
な
ど
の
経
費
を
補
助

し
ま
す
。

　�

財
源
　
国
１
４
８
万
円
　
市
74
万
円

▼
子
育
て
支
援
課

●
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
事
業

１
億
６
６
１
１
万
円

　�

子
育
て
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

０
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
が
通

院
・
入
院
し
た
と
き
に
必
要
な
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

　�

財
源
　
県
４
１
４
５
万
円
　
繰
入
金

８
０
２
０
万
円
　
諸
収
入
31
万
円
　
市

４
４
１
５
万
円

 

▼
子
育
て
支
援
課

●�

特
別
保
育
促
進
事
業
（
医
療
的
ケ
ア
児
保

育
支
援
体
制
の
整
備
【
新
】）

５
１
５
万
円

　�

医
療
的
ケ
ア
児
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る

た
め
、
保
育
施
設
に
お
い
て
、
医
療
的
ケ

ア
児
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　�

財
源
　
県
４
２
８
万
円
　
市
87
万
円

▼
子
育
て
支
援
課

●�

保
育
対
策
総
合
支
援
事
業
（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
）

▽
公
立
保
育
園
・
児
童
セ
ン
タ
ー
・
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
・
病
後
児
保
育
室

２
４
０
万
円

▽
私
立
保
育
園
な
ど
　
　
　
１
４
２
０
万
円

　�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を

防
止
す
る
た
め
、
公
立
保
育
園
や
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
使
用
す
る
消
毒
液

な
ど
を
購
入
し
ま
す
。
ま
た
、
私
立
保
育

園
や
認
可
外
保
育
所
な
ど
に
対
し
、
感
染

症
対
策
に
関
す
る
業
務
の
労
務
費
や
消
毒

液
な
ど
の
購
入
に
必
要
な
費
用
を
補
助
し

ま
す
。

　�

財
源
　
国
８
２
０
万
円
　
県
１
４
０
万
円
　

　
市
７
０
０
万
円
　
　
　
▼
子
育
て
支
援
課

6令和４年度 予算特集 広報伊万里



●
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
管
理
運
営
事
業

１
億
８
３
９
３
万
円

　�

就
労
な
ど
に
よ
り
、
昼
間
保
護
者
が
い
な

い
家
庭
の
小
学
生
の
健
全
な
育
成
と
、
保

護
者
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
支
援
す

る
た
め
、
安
全
な
生
活
の
場
や
遊
び
の
場

を
提
供
す
る
25
の
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ

を
運
営
し
ま
す
。

　�

財
源
　
使
用
料
３
９
９
０
万
円
　
国

４
２
０
２
万
円
　
県
４
２
０
２
万
円
　

　
諸
収
入
１
８
０
８
万
円
　
市
４
１
９
１
万
円

▼
教
育
総
務
課

●

�

東
山
代
小
学
校
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
等
複
合
施
設
整
備
事
業
（
複
合
施
設

基
本
・
実
施
設
計
業
務
委
託
料
）

３
１
１
４
万
円

　�

東
山
代
小
学
校
の
建
て
替
え
に
あ
わ
せ
、

併
設
す
る
東
山
代
児
童
ク
ラ
ブ
と
老
朽
化

が
著
し
い
東
山
代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
３
施
設
を
複
合
施
設
と
し
て
整
備

し
ま
す
。
令
和
３
年
度
の
基
本
設
計
に
引

き
続
き
、
令
和
４
年
度
は
実
施
設
計
を
行

い
ま
す
。

　�

財
源
　
繰
入
金
４
１
４
万
円
　
市
債

２
７
０
０
万
円

▼
ま
ち
づ
く
り
課
・
教
育
総
務
課

●

�

い
ま
り
の
赤
ち
ゃ
ん
応
援
特
別
給
付
金
給

付
事
業
　
　
　
　
　
　
　
１
２
０
２
万
円

　�

子
育
て
に
不
安
を
抱
え
る
子
育
て
世
帯
を

支
援
す
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
令
和
５

年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
の

世
帯
に
対
し
、
子
ど
も
１
人
当
た
り
３
万

円
の
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　�

財
源
　
繰
入
金
１
２
０
０
万
円
　
市
２
万
円

▼
子
育
て
支
援
課

●
私
立
保
育
園
整
備
促
進
事
業９

０
６
２
万
円

　
鳴
石
保
育
園
の
園
舎
改
修
な
ど
に
要
す
る

経
費
を
補
助
し
ま
す
。

　�

財
源
　
国
６
０
４
１
万
円
　
市
３
０
２
１

　
万
円
　
　
　
　
　
　
　
▼
子
育
て
支
援
課

●
児
童
手
当
支
給
事
業

９
億
２
９
５
５
万
円

　�

次
代
を
担
う
児
童
一
人
一
人
の
育
ち
を
社

会
全
体
で
応
援
す
る
た
め
、
中
学
校
修
了

ま
で
の
児
童
を
対
象
に
、
児
童
手
当
を
支

給
し
ま
す
。

　
財
源
　
国
６
億
４
４
６
７
万
円
　
県
１
億

　
４
１
７
２
万
円
　
市
１
億
４
３
１
６
万
円

▼
子
育
て
支
援
課

●
私
立
保
育
園
等
支
援
事
業

23
億
４
８
７
４
万
円

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
き
、
市

内
の
児
童
が
私
立
保
育
所
な
ど
に
入
所
す

る
場
合
、
そ
の
児
童
の
保
育
に
要
す
る
経

費
な
ど
の
一
部
を
負
担
す
る
と
と
も
に
、

保
育
士
な
ど
の
処
遇
改
善
を
行
う
保
育
所

な
ど
に
対
し
、
賃
金
改
善
に
要
す
る
経
費

を
補
助
し
ま
す
。
ま
た
、
高
騰
す
る
給
食

材
料
費
の
増
額
分
を
補
助
し
ま
す
。

　
財
源
　
負
担
金
１
億
１
３
８
７
万
円
　
国

　
11
億
９
０
５
０
万
円
　
県
５
億
９
９
９

　
万
円
　
市
５
億
３
４
３
８
万
円

▼
子
育
て
支
援
課

●�

不
妊
治
療
エ
ン
ゼ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業

３
４
０
万
円

　�

不
妊
治
療
の
保
険
適
用
後
も
引
き
続
き
、
出

産
を
希
望
す
る
世
帯
を
幅
広
く
支
援
す
る

た
め
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
治

療
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
３
４
０
万
円

▼
健
康
づ
く
り
課

●�

が
ん
患
者
ウ
ィ
ッ
グ
・
胸
部
補
正
具
購
入

支
援
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
52
万
円

　�

療
養
生
活
の
質
の
維
持
向
上
を
図
る
た

め
、
が
ん
患
者
に
対
し
、
ウ
ィ
ッ
グ
や
胸

部
補
正
具
の
購
入
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

　
財
源
　
県
26
万
円
　
市
26
万
円

▼
健
康
づ
く
り
課

●�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
　
　
　
　
　
　
２
億
４
０
０
３
万
円

　�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延

防
止
や
重
症
化
予
防
を
目
的
と
し
て
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
行
い
ま
す
。

　�

財
源
　
国
２
億
３
９
６
４
万
円
　
市
39

　
万
円

▼�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対

策
室

※事業ごとにつけている『ＳＤＧｓ 17 の目標のアイコン』は 15 ページで説明しています。

令和４年度　主な施策と予算令和４年度　主な施策と予算

7 令和４年度 予算特集 広報伊万里



●
小
・
中
学
校
要
保
護
・
準
要
保
護
児
童
生

徒
就
学
援
助
事
業
　
　
　
４
６
１
１
万
円

　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な

児
童
生
徒
の
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
就
学
に
要
す
る
経
費
を
援
助

し
ま
す
。

　
財
源
　
国
13
万
円
　
市
４
５
９
８
万
円

▼
学
校
教
育
課

●
小
・
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
管
理
事
業

８
５
９
８
万
円

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
環
境
の
充
実
を
図
る
た

め
、
電
子
黒
板
や
サ
ー
バ
ー
機
器
な
ど
の

シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
ま
す
。

　�

財
源
　
繰
入
金
90
万
円
　
市
８
５
０
８

　
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
学
校
教
育
課

まちづくりの目標

創
造
的
で
心
豊
か
な

創
造
的
で
心
豊
か
な
ひ
と
ひ
と
づ
く
り

づ
く
り

２２　　
市
民
一
人
一
人
が
、
み
ず
か
ら
が
住
む
郷

土
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
持
ち
、
個
性
や
能
力
を

伸
ば
し
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、『
創
造

的
で
心
豊
か
な
ひ
と
づ
く
り
』
を
進
め
ま
す
。

▼
子
ど
も
た
ち
が
意
欲
的
に
学
び
、
社
会
で

求
め
ら
れ
る
能
力
を
身
に
付
け
、
心
身
と

も
に
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
を
推

進
し
ま
す
。

▼
市
民
一
人
一
人
が
生
涯
を
通
じ
て
学
び
、

自
己
実
現
を
果
た
す
こ
と
で
、
充
実
し
た

人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
効
果

的
な
生
涯
学
習
に
関
す
る
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

▼
郷
土
の
歴
史
や
文
化
の
保
存
と
継
承
に
努

め
る
と
と
も
に
、
地
域
固
有
の
資
源
の
活

用
を
は
じ
め
、
国
際
的
な
交
流
の
ほ
か
、

文
化
・
芸
術
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

図
る
こ
と
で
、
市
民
が
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

▼
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
の
た
め
啓

発
を
推
進
し
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し

合
う
共
生
社
会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

●
教
科
書
購
入
事
業
　
　
　
　
９
２
３
万
円

　�

教
師
用
教
科
書
や
指
導
書
を
購
入
し
ま

す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
学
習
へ
の
興
味

や
関
心
を
高
め
、
多
く
の
資
料
・
情
報
を

素
早
く
提
供
す
る
こ
と
に
よ
る
学
力
の
向

上
を
図
る
た
め
、
各
教
室
に
設
置
し
て
い

る
電
子
黒
板
用
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
購

入
し
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
９
２
０
万
円
　
市
３
万
円

▼
学
校
教
育
課

●

�

小
・
中
学
校
遠
距
離
児
童
生
徒
通
学
支
援

事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
６
３
３
７
万
円

　�

遠
距
離
を
通
学
す
る
児
童
生
徒
の
保
護

者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
な
ど
を
運
行
す
る
と
と
も
に
、

通
学
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
財
源
　
県
３
７
４
万
円
　
市
５
９
６
３
万
円

▼
学
校
教
育
課

●
市
民
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

３
７
２
９
万
円

　�

市
民
セ
ン
タ
ー
の
文
化
ホ
ー
ル
に
つ
い

て
、
舞
台
装
置
な
ど
の
更
新
を
年
次
的
に

行
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
工

事
を
行
い
ま
す
。

　�

財
源
　
繰
入
金
２
２
７
０
万
円
　
市
債

１
４
５
０
万
円
　
市
９
万
円▼

市
民
セ
ン
タ
ー

●

�

教
育
研
究
事
業
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
推
進
）　
　
　
　
　
　
　 

３
０
０
万
円

　
義
務
教
育
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
の
計
画
的
な
実
践
と
Ｉ
Ｔ
企
業
と
の
官

民
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
に
よ
り
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　�

財
源
　
繰
入
金
３
０
０
万
円▼

学
校
教
育
課

↑�伊万里プログラミングス
クール

↑�プログラミング教育の推進のた
め、研修会を行う学校の先生

8令和４年度 予算特集 広報伊万里



●
中
学
校
建
設
事
業

５
億
３
２
５
万
円

　
校
舎
の
耐
震
化
な
ど
を
図
る
た
め
、
伊
万

里
中
学
校
の
建
設
（
改
築
）
事
業
を
令
和

元
年
度
〜
５
年
度
で
行
い
ま
す
。

　�

財
源
　
国
１
億
３
７
０
５
万
円
　
繰
入
金

５
５
２
０
万
円
　
市
債
３
億
１
１
０
０
万
円

▼
教
育
総
務
課

●
腰
岳
遺
跡
群
学
術
調
査
事
業
【
新
】54

万
円

　
国
内
有
数
の
黒
曜
石
原
産
地
で
あ
る
腰
岳

に
つ
い
て
、
積
極
的
な
文
化
財
保
護
を
進

め
る
た
め
、
過
去
の
資
料
の
調
査
と
委
員

会
の
開
催
を
行
い
ま
す
。

　�

財
源
　
国
27
万
円
　
市
27
万
円

▼
生
涯
学
習
課

●
図
書
館
資
料
収
集
事
業
　
１
７
０
０
万
円

　�

情
報
文
化
の
拠
点
や
生
涯
学
習
の
場
と
し

て
、
各
年
代
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
学
習

の
支
援
を
行
う
た
め
、
図
書
や
雑
誌
な
ど

を
購
入
し
ま
す
。

　
特
に
、
今
年
度
は
視
覚
障
が
い
な
ど
で
読

書
に
困
難
を
抱
え
る
人
た
ち
に
、
豊
か
な

読
書
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
利
用
し
や

す
い
資
料
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
１
７
０
０
万
円

▼
市
民
図
書
館

●
保
健
体
育
総
務
事
業
（
サ
ッ
カ
ー
教
室
開

催
業
務
委
託
料
【
新
】）　
　
　
　
50
万
円

　
市
内
小
中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
意
欲
の
向
上

を
図
る
た
め
、
サ
ガ
ン
鳥
栖
の
選
手
や

コ
ー
チ
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

　�

財
源
　
市
50
万
円
　
　
　
▼
ス
ポ
ー
ツ
課

●

�

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
推
進
事
業
　
　
８
８
６
万
円

　�

令
和
６
年
度
（
２
０
２
４
年
）
に
、
佐
賀

県
で
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、

　�

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
伊
万
里
市
実
行
委
員

会
に
対
し
て
、
負
担
金
を
支
出
し
ま
す
。

　
財
源
　
県
２
６
６
万
円
　
市
６
２
０
万
円

▼
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
推
進
課

●
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
事
業

１
７
０
万
円

　�

市
民
と
市
外
の
高
校
生
な
ど
と
の
合
同
練

習
に
よ
り
、
競
技
力
の
向
上
や
経
済
的
効

果
の
増
大
、
市
街
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

市
内
で
２
泊
以
上
の
宿
泊
が
伴
う
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
１
７
０
万
円▼

ス
ポ
ー
ツ
課

●

�

国
見
台
体
育
施
設
改
修
事
業４

４
７
３
万
円

　�

国
見
台
陸
上
競
技
場
が
、
第
３
種
公
認
の

更
新
時
期
を
迎
え
る
た
め
、
認
定
に
必
要

な
ト
ラ
ッ
ク
走
路
の
改
修
工
事
や
備
品
の

整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　�

財
源
　
繰
入
金
４
４
５
２
万
円
　
市
21
万
円

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

建設中の伊万里中学校建設中の伊万里中学校

腰岳黒曜石の原石腰岳黒曜石の原石

※事業ごとにつけている『ＳＤＧｓ 17 の目標のアイコン』は 15 ページで説明しています。

国見台陸上競技場国見台陸上競技場

令和４年度　主な施策と予算令和４年度　主な施策と予算

9 令和４年度 予算特集 広報伊万里



まちづくりの目標３３　
地
域
経
済
の
活
性
化
に
よ
り
生
活
の
豊
か

さ
や
都
市
の
活
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、本
市
の
資
源
や
特
性
を
生
か
し
た
『
活

気
あ
ふ
れ
る
産
業
づ
く
り
』
を
進
め
ま
す
。

▼
第
１
次
産
業
に
お
い
て
、
価
格
の
低
迷
や

担
い
手
不
足
と
い
う
共
通
し
た
課
題
が
あ

る
中
、
効
率
的
で
安
定
的
な
経
営
の
確
立

を
図
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

積
極
的
に
活
用
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

▼
地
場
商
工
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
や
伊
万

里
焼
の
伝
統
技
術
の
継
承
に
努
め
る
と
と

も
に
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
に
ぎ
わ
い

の
創
出
を
図
る
ほ
か
、
新
た
な
雇
用
機
会

の
創
出
に
努
め
ま
す
。

▼
伊
万
里
市
観
光
協
会
な
ど
と
連
携
し
、
外

国
人
を
含
め
た
観
光
客
の
受
入
体
制
の
整

備
や
観
光
情
報
の
効
果
的
な
発
信
な
ど
に

よ
り
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

▼
本
市
の
発
展
の
歩
み
と
と
も
に
あ
る
伊
万

里
港
に
つ
い
て
は
、
貿
易
の
拡
大
と
施
設

の
整
備
促
進
に
よ
り
国
際
物
流
拠
点
と
し

て
の
地
位
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
新
規
就
農
者
支
援
事
業
　
４
４
１
９
万
円

　�

地
域
農
業
の
次
世
代
を
担
う
農
業
者
の
育

成
・
確
保
を
図
る
た
め
、
就
農
後
の
生
活

の
安
定
な
ど
に
要
す
る
経
費
や
機
械
な
ど

の
導
入
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

　�

財
源
　
県
４
１
４
９
万
円
　
繰
入
金

１
５
０
万
円
　
市
１
２
０
万
円▼

農
業
振
興
課

●
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

１
５
２
４
万
円

　�

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
軽
減

し
、
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
有

害
鳥
獣
の
駆
除
な
ど
に
要
す
る
経
費
を
補

助
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
１
５
２
４
万
円 

▼
農
業
振
興
課

活
気
あ
ふ
れ
る

活
気
あ
ふ
れ
る
産
業
産
業
づ
く
り

づ
く
り

●
水
資
源
開
発
推
進
事
業
【
新
】

２
０
５
７
万
円

　�

今
後
の
さ
ら
な
る
企
業
誘
致
を
推
進
す
る

た
め
、
新
た
な
水
資
源
開
発
の
可
能
性
を

把
握
す
る
基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　�

財
源
　
市
２
０
５
７
万
円

▼
企
画
政
策
課

●
伊
万
里
の“
い
い
職”
説
明
会
開
催
事
業

33
万
円

　�

学
生
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
、
地
元
企
業
へ
の

就
職
に
意
欲
の
あ
る
人
な
ど
を
対
象
に
、

市
内
企
業
の
Ｐ
Ｒ
や
就
職
情
報
の
提
供
な

ど
を
行
う
た
め
、
企
業
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
財
源
　
市
33
万
円

▼
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課

●
伊
万
里
梨
産
地
強
化
支
援
事
業

１
２
７
６
万
円

　�

伊
万
里
梨
の
農
家
数
や
栽
培
面
積
が
減
少

し
、
ブ
ラ
ン
ド
梨
と
し
て
の
産
地
維
持
が

危
惧
さ
れ
る
中
で
、
生
産
強
化
を
図
る
た

め
、
梨
園
地
の
若
返
り
を
促
し
、
梨
園
を

守
る
た
め
の
取
り
組
み
や
就
農
希
望
者
の

研
修
期
間
中
の
生
活
な
ど
に
要
す
る
経
費

を
補
助
し
ま
す
。

　�

財
源
　
県
１
０
８
１
万
円
　
繰
入
金

１
９
０
万
円
　
市
５
万
円

▼
農
業
振
興
課

●
園
芸
農
業
機
械
・
施
設
等
整
備
支
援
事
業

１
億
１
０
６
９
万
円

　
収
益
性
の
高
い
園
芸
農
業
の
確
立
を
図
る

た
め
、
収
量
・
品
質
の
向
上
や
経
営
規
模

の
拡
大
、
経
営
コ
ス
ト
の
削
減
に
向
け
た

取
り
組
み
に
必
要
な
機
械
・
施
設
の
整
備

に
要
す
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

　�

財
源
　
県
９
２
２
４
万
円
　
繰
入
金

１
８
４
０
万
円
　
市
５
万
円▼

農
業
振
興
課

伊万里梨伊万里梨

いのししの駆除いのししの駆除

↑�令和２年８月に開催した説明
会の様子

10令和４年度 予算特集 広報伊万里



●
伊
万
里
牛
産
地
強
化
支
援
事
業

２
９
６
３
万
円

　�

肉
用
牛
の
肥
育
農
家
数
や
飼
養
頭
数
が
減

少
し
、
ブ
ラ
ン
ド
牛
と
し
て
の
産
地
維
持

が
危
惧
さ
れ
る
中
で
、
生
産
強
化
を
図
る

た
め
、
肥
育
農
家
の
経
営
規
模
の
拡
大
や

一
貫
経
営
へ
の
移
行
、
ス
マ
ー
ト
畜
産
な

ど
の
取
り
組
み
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し

ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
２
９
５
０
万
円
　
市
13

　
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
農
業
振
興
課

●�

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業

【
新
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
８
８
万
円

　�

瀬
戸
新
田
地
区
に
お
い
て
、
区
画
整
理
に

よ
り
大
型
機
械
の
導
入
が
可
能
な
大
区
画

化
ほ
場
と
農
道
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

用
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
用
排
水

施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
債
２
５
０
万
円
　
市
38
万
円

▼
農
山
漁
村
整
備
課

●
森
林
経
営
管
理
事
業

３
２
９
３
万
円

　�

荒
廃
し
た
森
林
の
多
面
的
な
機
能
を
回
復

さ
せ
る
た
め
、
適
切
な
管
理
が
さ
れ
て
い

な
い
森
林
に
つ
い
て
、
森
林
所
有
者
の
意

向
を
調
査
し
て
間
伐
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
森
林
の
整
備
を
担
う
人
材
の
育
成
・

確
保
や
木
材
利
用
の
普
及
啓
発
な
ど
を
図

る
た
め
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、

林
業
経
営
体
や
林
業
就
業
者
に
対
す
る
新

た
な
補
助
制
度
を
つ
く
り
ま
す
。

　�

さ
ら
に
、
人
々
の
生
活
や
環
境
と
森
林
と

の
関
係
に
つ
い
て
、
理
解
と
関
心
を
高
め

る
た
め
、
市
立
学
校
の
児
童
を
対
象
に
、

木
育
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
３
２
９
３
万
円

▼
農
山
漁
村
整
備
課

●�

波
多
津
漁
港
管
理
事
業(

機
能
保
全
・
長

寿
命
化
計
画
策
定
、
転
落
防
止
柵
設
置

【
新
】)

　
　
　
　
　
　
　 

３
７
６
４
万
円

　�

漁
港
施
設
の
予
防
保
全
を
図
る
た
め
、
施

設
全
体
の
老
朽
度
や
健
全
度
の
調
査
を
行

い
、
機
能
保
全
計
画
と
長
寿
命
化
計
画
を

策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
海
へ
の
転
落
を
防

止
す
る
た
め
、
西
側
護
岸
に
転
落
防
止
柵

を
設
置
し
ま
す
。

　�

財
源
　
県
１
４
５
万
円
　
繰
入
金

３
６
１
０
万
円
　
市
９
万
円

▼
農
山
漁
村
整
備
課

●
産
業
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
【
新
】

２
３
４
万
円

　�

市
内
企
業
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
へ
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア
や
Ｄ
Ｘ
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
２
３
４
万
円

▼
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課

●
ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
事
業
【
新
】

４
８
０
万
円

　�

企
業
委
託
型
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度

を
活
用
し
、
ま
ち
な
か
機
能
の
検
証
を
行

い
、
Ｉ
Ｔ
企
業
の
誘
致
や
商
業
ビ
ジ
ネ
ス

の
創
業
な
ど
に
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開

し
ま
す
。

　
財
源
　
市
４
８
０
万
円

▼
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課

●�

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
サ
ー
ビ
ス
業
等
立
地
促
進

事
業
（
立
地
奨
励
金
）

３
９
５
２
万
円

　�

事
務
系
企
業
専
用
オ
フ
ィ
ス(

バ
ン
リ
ビ

ル)

な
ど
へ
進
出
し
、
新
た
な
雇
用
な
ど

を
行
っ
た
企
業
に
対
し
、
奨
励
金
を
交
付 

し
ま
す
。

　�

財
源
　
繰
入
金
３
９
５
０
万
円
　
市
２
万
円

▼
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課

●
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業

１
２
６
８
万
円

　�

西
九
州
自
動
車
道
の
延
伸
に
伴
い
、
交
流

人
口
の
拡
大
に
向
け
、
福
岡
都
市
圏
な
ど

か
ら
の
さ
ら
な
る
誘
客
を
図
る
た
め
、
旅

行
会
社
な
ど
に
営
業
活
動
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
福
岡
都
市
圏
な
ど
の
ホ
テ
ル
に
お

い
て
伊
万
里
産
の
食
材
を
使
っ
た
限
定

メ
ニ
ュ
ー
を
伊
万
里
焼
の
器
で
提
供
す
る

『
伊
万
里
フ
ェ
ア
』
を
開
催
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
主
要
都
市
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
で
の
Ｐ
Ｒ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
活
用

し
た
情
報
発
信
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
１
２
６
０
万
円
　
市
８
万
円

▼
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課

令和４年度　主な施策と予算令和４年度　主な施策と予算

※事業ごとにつけている『ＳＤＧｓ 17 の目標のアイコン』は 15 ページで説明しています。
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生
活
の

生
活
の
基
盤
基
盤
づ
く
り

づ
く
り

まちづくりの目標
　
市
民
の
日
常
の
暮
ら
し
を
守
り
維
持
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
努
め
適
正
に
維
持
管
理
す
る
こ
と

に
よ
り
『
生
活
の
基
盤
づ
く
り
』
を
進
め
ま
す
。

▼�

西
九
州
自
動
車
道
の
延
伸
や
幹
線
道
路
の

整
備
に
よ
り
安
全
か
つ
迅
速
な
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
利

便
性
が
高
く
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網

の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

▼�

老
朽
化
が
進
む
道
路
や
上
下
水
道
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
資
産
や
、
公
共
建
築
物
の
効
率

的
な
維
持
管
理
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢

者
や
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
、
す
べ
て
の

人
が
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

▼�

用
途
地
域
に
基
づ
く
開
発
の
促
進
や
都
市

計
画
施
設
の
整
備
の
推
進
に
よ
り
、
秩
序

あ
る
都
市
空
間
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

▼�

低
家
賃
で
良
質
な
市
営
住
宅
の
供
給
に
努

め
る
と
と
も
に
、
住
環
境
に
お
け
る
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
相
談
体
制

の
整
備
を
図
る
ほ
か
、
増
加
が
見
込
ま
れ

る
空
き
家
等
に
つ
い
て
は
、
状
況
に
応
じ

て
所
有
者
に
適
正
な
管
理
を
指
導
す
る
な

ど
、
安
全
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
運
行
事
業

２
８
２
８
万
円

　�

高
齢
者
を
は
じ
め
と
し
た
交
通
弱
者
の
移

動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
市
独
自
の
地

域
密
着
型
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
ま
た
、

民
間
バ
ス
会
社
の
廃
止
路
線
の
代
替
と
し

て
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
タ
ク

シ
ー
会
社
に
委
託
し
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
２
８
２
０
万
円
　
市
８
万
円

▼
ま
ち
づ
く
り
課

●
バ
ス
交
通
支
援
事
業

９
０
７
３
万
円

　�

地
域
の
交
通
手
段
と
し
て
、
バ
ス
の
運
行

を
確
保
す
る
た
め
、
不
採
算
バ
ス
路
線
の

維
持
や
地
域
が
運
営
を
行
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
９
０
６
０
万
円
　
市
13
万
円

▼
ま
ち
づ
く
り
課

４４

●
浄
化
槽
設
置
促
進
事
業

２
２
９
０
万
円

　�

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の
水
質
汚

濁
を
防
止
す
る
た
め
、
浄
化
槽
を
設
置
す

る
世
帯
に
対
し
、
設
置
に
要
す
る
経
費 

を
補
助
し
ま
す
。

　�

財
源
　
国
７
６
１
万
円
　
県
７
６
１
万
円
　

　
市
７
６
８
万
円
　
　
　
　
　
　
▼
管
理
課

●
道
路
管
理
事
業
（
単
独
）１

億
８
７
２
万
円

　�

老
朽
化
し
た
道
路
照
明
灯
を
修
繕
す
る
ほ

か
、
市
内
全
域
に
係
る
市
道
の
維
持
補
修

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　�

財
源
　
県
６
８
６
万
円
　
市
債
９
２
０
万

円
　
市
９
２
６
６
万
円

▼
道
路
河
川
課

●�

都
市
計
画
総
務
事
業(

大
規
模
盛
土
造
成

地
変
動
予
測
調
査
業
務
委
託
料
【
新
】)

１
２
０
０
万
円

　�

佐
賀
県
が
実
施
し
た
第
１
次
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
で
抽
出
さ
れ
た
大
規
模
盛
土
造
成
地

に
つ
い
て
、
安
全
性
を
把
握
す
る
た
め
の

現
地
踏
査
な
ど
を
実
施
し
、
今
後
の
対
応

の
指
針
と
な
る
第
２
次
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

計
画
を
作
成
し
ま
す
。

　
財
源
　
国
６
０
０
万
円
　
市
６
０
０
万
円

▼
都
市
政
策
課

●�

都
市
公
園
管
理
事
業(

公
園
施
設
長
寿
命

化
対
策
工
事
【
新
】)

３
８
０
０
万
円

　�

令
和
３
年
度
に
策
定
し
た
『
伊
万
里
市
公

園
施
設
長
寿
命
化
計
画
』
に
基
づ
き
、
修

繕
が
困
難
な
遊
具
な
ど
を
撤
去
し
、
新
た

に
設
置
し
ま
す
。

　�

対
象
と
な
る
公
園
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー

ク
、
新
田
川
河
畔
公
園
、
川
久
保
公
園
、

国
見
台
公
園
、
円
造
寺
公
園
で
す
。

　�

財
源
　
国
１
９
０
０
万
円
　
市
債

１
７
１
０
万
円
　
市
１
９
０
万
円

▼
都
市
政
策
課

黒川町のコミュ黒川町のコミュ
ニティバスニティバス

５５
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まちづくりの目標５５　
地
域
の
歴
史
や
豊
か
な
自
然
環
境
を
次
代

に
つ
な
ぎ
、
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
自
然
環
境
や
災
害
等
に
配
慮

し
対
応
し
た
『
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
』
を

進
め
ま
す
。

▼�

市
民
や
事
業
者
と
、
行
政
が
連
携
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に

取
り
組
む
な
ど
、
地
域
の
生
活
環
境
は
も

と
よ
り
地
球
環
境
へ
の
配
慮
に
努
め
る
と

と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

を
検
討
す
る
な
ど
、
循
環
型
社
会
の
構
築

に
努
め
ま
す
。

▼�

自
然
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
将
来
に
わ

た
っ
て
安
全
・
安
心
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
可
能
な
環
境
の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
防
災
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
市

民
の
危
機
管
理
意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

▼�

市
民
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
市
民
を

守
る
取
り
組
み
を
進
め
る
な
ど
、
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

●
伊
万
里
・
有
田
地
区
衛
生
組
合
運
営
負
担
金

２
億
２
２
４
７
万
円

　
伊
万
里
・
有
田
地
区
衛
生
組
合
が
行
う
し

尿
な
ど
の
処
理
や
火
葬
場
事
業
に
要
す
る

経
費
を
負
担
し
ま
す
。

　
財
源
　
市
２
億
２
２
４
７
万
円

▼
環
境
政
策
課

●
佐
賀
県
西
部
広
域
環
境
組
合
運
営
負
担
金

７
億
４
９
０
４
万
円

　�

市
内
か
ら
搬
出
さ
れ
た
ご
み
（
一
般
廃
棄

物
）
を
衛
生
的
に
処
理
す
る
た
め
、
さ
が

西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
佐

賀
県
西
部
広
域
環
境
組
合
の
運
営
に
要
す

る
経
費
を
負
担
し
ま
す
。

　�

財
源
　
市
７
億
４
９
０
４
万
円

▼
環
境
政
策
課

住
み
よ
い

住
み
よ
い
環
境
環
境
づ
く
り

づ
く
り

●
た
め
池
整
備
促
進
事
業
　
５
６
９
０
万
円

　�

災
害
の
未
然
防
止
や
農
地
な
ど
の
保
全
、

農
業
生
産
の
維
持
、
農
業
経
営
の
安
定
化

を
図
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
た
め
池
の
改

修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
▽
た
め
池
詳
細
点
検
　
36
箇
所

　
▽
た
め
池
改
修
　
２
箇
所

　�

財
源
　
分
担
金
80
万
円
　
県
４
７
３
０
万

円
　
市
債
７
９
０
万
円
　
市
90
万
円

▼
農
山
漁
村
整
備
課

●
浦
分
地
区
浸
水
対
策
事
業
【
新
】

８
０
１
万
円

　�

黒
川
町
浦
分
地
区
の
市
道
や
住
宅
へ
の
浸

水
被
害
を
低
減
す
る
た
め
、
排
水
機
場
を

新
設
す
る
に
あ
た
り
、
必
要
な
ポ
ン
プ 

の
排
水
能
力
を
調
査
す
る
内
水
解
析
を
行

い
ま
す
。

　�
財
源
　
県
４
０
０
万
円
　
市
４
０
１
万
円

▼
道
路
河
川
課

●
伊
万
里
・
有
田
消
防
組
合
運
営
負
担
金

８
億
６
７
２
６
万
円

　�

消
防
事
業
を
行
う
伊
万
里
・
有
田
消
防
組

合
の
運
営
に
要
す
る
経
費
を
負
担
し
ま

す
。
ま
た
、
感
染
症
の
流
行
時
に
お
い
て

も
適
切
に
業
務
を
継
続
す
る
た
め
、
伊
万

里
・
有
田
消
防
組
合
が
行
う
伊
万
里
消
防

署
の
増
築
お
よ
び
改
修
に
要
す
る
経
費
を

負
担
し
ま
す
。

　�

財
源
　
市
８
億
６
７
２
６
万
円

▼
消
防
調
整
課

●�

防
災
活
動
事
業
（
地
域
防
災
力
の
向
上
促

進
、
災
害
対
応
備
蓄
品
の
充
実
）

５
５
７
万
円

　�

地
区
防
災
会
活
動
の
活
性
化
と
住
民
の
防

災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
研
修
会
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
行
政
区
ご
と

に
作
製
し
た
『
わ
が
ま
ち
・
わ
が
家
の
防

災
マ
ッ
プ
』
を
更
新
し
、
全
世
帯
に
配
布

し
ま
す
。
備
蓄
食
料
や
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
な

ど
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
配
備
し

て
、
災
害
対
応
備
蓄
品
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　�

財
源
　
県
25
万
円
　
市
５
３
２
万
円

▼
防
災
危
機
管
理
課

※事業ごとにつけている『ＳＤＧｓ 17 の目標のアイコン』は 15 ページで説明しています。

令和４年度　主な施策と予算令和４年度　主な施策と予算

13 令和４年度 予算特集 広報伊万里



まちづくりの目標６６
自
立
と
協
働
の

自
立
と
協
働
の
ま
ち
ま
ち
づ
く
り

づ
く
り

　
直
面
す
る
行
政
課
題
に
柔
軟
に
対
応
し
て

い
く
た
め
、
効
率
的
で
自
立
し
た
自
治
体
経

営
に
努
め
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民

の
主
体
的
な
参
画
に
よ
る
『
自
立
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
』
を
進
め
ま
す
。

▼�

ま
ち
づ
く
り
団
体
や
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
支
援
し
、
市
民
活
動
の
新
た
な
担

い
手
づ
く
り
に
努
め
る
な
ど
、
市
民
み
ず

か
ら
が
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
取
り
組

み
へ
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

▼�

性
別
や
年
齢
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て

の
人
が
そ
の
人
ら
し
く
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実

現
を
図
り
ま
す
。

▼�

市
税
や
使
用
料
な
ど
の
自
主
財
源
の
適
正

な
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
直
面
す
る
行

政
課
題
に
対
し
、
限
ら
れ
た
行
政
資
源
の

有
効
な
活
用
を
図
る
ほ
か
、
他
自
治
体
と

の
連
携
や
民
間
活
力
の
導
入
を
図
る
な

ど
、
効
率
的
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営
に

努
め
ま
す
。

▼�

本
市
な
ら
で
は
の
魅
力
の
向
上
や
再
発
見

を
進
め
な
が
ら
、
そ
の
魅
力
を
戦
略
的
に

市
外
に
発
信
す
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
し
、
移
住
・
定
住
の
促
進
を
図

り
ま
す
。

●

�

企
画
政
策
事
業
（
伊
万
里
が
ん
ば
ろ
う
応

援
団
【
新
】）　
　
　
　
　  

１
２
２
万
円

　
さ
ま
ざ
ま
な
見
識
を
持
っ
た
伊
万
里
に
ゆ

か
り
の
あ
る
人
に
、
伊
万
里
市
政
策
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
委
嘱
し
ま
す
。
こ
の
政
策
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
『
伊
万
里
が
ん
ば
ろ

う
応
援
団
』
を
結
成
し
、
市
に
新
た
な
政

策
を
提
案
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
財
源
　
市
１
２
２
万
円

▼
企
画
政
策
課

●
み
ん
な
の
地
域
創
造
拠
点
形
成
事
業
【
新
】

６
１
４
万
円

　�

若
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
総
務
省
の
『
地
域
活
性
化
起
業
人

制
度(

企
業
人
材
派
遣
制
度)
』
を
活
用

し
て
、
市
民
と
大
学
生
、
起
業
家
な
ど
が

連
携
・
交
流
を
行
い
な
が
ら
、
民
間
企
業

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
若
者
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り

入
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　�

財
源
　
繰
入
金
６
１
０
万
円
　
市
４
万
円

▼
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課

●
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
募
集
事
業

12
億
４
３
８
９
万
円

　�

市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
ふ
る
さ
と
納
税
（
ふ

る
さ
と
応
援
基
金
）
へ
の
寄
附
を
募
り
ま

す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
の
お

礼
の
品
と
し
て
特
産
品
を
送
付
す
る
こ
と

に
よ
り
、
特
産
品
の
販
売
を
促
進
し
、
産

業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
12
億
４
３
８
９
万
円

▼
財
政
課

●
移
住
・
定
住
促
進
事
業

６
８
２
９
万
円

　�

市
内
企
業
の
好
調
な
雇
用
状
況
を
踏
ま
え

た
更
な
る
移
住
・ 

定
住
の
促
進
に
向
け

て
、
国
・
県
と
連
動
し
、
い
ま
り
暮
ら
し 

ス
タ
ー
ト
支
援
金
制
度
の
新
設
や
移
住
体

験
ツ
ア
ー
の
実
施
な
ど
に
よ
り
事
業
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

　�

財
源
　
国
２
１
６
万
円
　
県
３
１
２
６
万

円
　
繰
入
金
３
４
８
０
万
円
　
市
７
万
円

▼
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課

●

�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業
【
新
】

１
１
１
万
円

　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性
化

に
向
け
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・

ジ
ー
ズ
）
に
つ
い
て
の
市
民
や
職
員
の
意

識
向
上
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。

　
財
源
　
繰
入
金
１
１
０
万
円
　
市
１
万
円

▼
企
画
政
策
課

●
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業

　
　
　
　
５
６
７
３
万
円

　�

住
民
の
利
便
性
の
向
上
と
業
務
の
効
率
化

を
図
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

て
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め

る
な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

　�

財
源
　
国
２
４
８
１
万
円
　
繰
入
金

１
２
１
０
万
円
　
市
債
１
９
７
０
万
円
　

　
市
12
万
円
　
　
　
　
　
　
▼
情
報
政
策
課

14令和４年度 予算特集 広報伊万里



令和４年度　主な施策と予算令和４年度　主な施策と予算

伊万里市はＳＤＧｓを推進し、
『未来につながる持続可能都市 伊万里』を目指します

ＳＤＧｓ ( 持続可能な開発目標 ) 17 の目標

　ＳＤＧｓとは、2015 年に国連サミットで採択された、2030 年までに持続

可能でより良い世界を目指す国際目標です。

　貧困、衛生、教育、経済成長や働きがい、格差、気候変動など、21世紀の世

界が抱える課題が包括的に挙げられており、17の目標 (ゴール )と 169のター

ゲットから構成され、地球上の『誰一人取り残さない』ことを誓っています。

１　貧　困
　あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終
わらせる

２　飢　餓
　飢餓を終わらせ、食料安全保障および栄養
の改善を実現し持続可能な農業を促進する

3　保　健
　あらゆる年齢のすべての人々の健康的な
生活を確保し、福祉を促進する

４　教　育
　すべての人に包摂的かつ公正な質の高い
教育を確保し、生涯学習の機会を促進する

５　ジェンダー
　ジェンダー平等を達成し、すべての女性
および女児の能力強化(エンパワーメント)
を行う

６　水・衛生
　すべての人々の水と衛生の利用可能性と
持続可能な管理を確保する

７　エネルギー
　すべての人々の、安価かつ信頼できる持
続可能な近代的なエネルギーへのアクセス
を確保する

８　経済成長と雇用
　包摂的かつ持続可能な経済成長およびす
べての人々の完全かつ生産的な雇用と働き
がいのある人間らしい雇用 (ディーセント・
ワーク )を促進する

９　インフラ、産業化、イノベーション
　強靱 ( レジリエント ) なインフラ構築、
包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイ
ノベーションの推進を図る

10　不平等
　国内および各国家間の不平等を是正する

11　持続可能な都市
　包摂的で安全かつ強靱 (レジリエント )で
持続可能な都市および人間居住を実現する

12　持続可能な消費と生産
　持続可能な消費生産形態を確保する

13　気候変動
　気候変動およびその影響を軽減するため
の緊急対策を講じる

14　海洋資源
　持続可能な開発のために、海洋・海洋資
源を保全し、持続可能な形で利用する

15　陸上資源
　森林、湿地、山地、乾燥地や、内陸にあ
る淡水など、陸の生態系を守り、持続可能
な方法で利用する。森林破壊や土地の劣化
を防ぎ、森林を再生させる

16　平和
　持続可能な開発のための平和で包摂的な
社会を促進し、すべての人々に司法へのア
クセスを提供し、あらゆるレベルにおいて
効果的で説明責任のある包摂的な制度を構
築する

17　実施手段
　持続可能な開発のための実施手段を強化
し、グローバル・パートナーシップを活性
化する

15 令和４年度 予算特集 広報伊万里
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